
多面的機能支払交付金活動組織紹介パネル

〈 主な項目内容 〉
○第174回総代会開催……………………… 2
○第173回総代会開催、他………………… 3
○令和元年度予算のあらまし …………… 4
○令和元年度賦課金について …………… 6
○令和元年度地区除外決済金について …… 7

○改良区への通知、使用料・手数料について… 8
○水利調整委員及び水利について ……… 9
○管理運営委員会と担当職員、事務局機構 ………10
○新規土地改良事業について、他 ………11
○多面的機能支払交付金活動 ……………12
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【
理
事
長
あ
い
さ
つ
】

　

本
日
の
総
代
会
に
は
、
ご
多
忙
中
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
ご
来
賓
と
し
て
、
山
形
県

村
山
総
合
支
庁
産
業
経
済
部
次
長（
兼
）

農
村
計
画
課　

長
谷
部
課
長
、
山
形
市
農

林
部
次
長（
兼
）農
村
整
備
課　

山
川
課
長
、

山
辺
町
産
業
課　

吉
田
課
長
の
ご
臨
席
を

賜
っ
て
お
り
ま
す
。
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い

ま
す

　

ま
た
、
総
代
の
皆
さ
ん
に
は
、
春
の
農

繁
期
を
前
に
し
て
大
変
お
忙
し
い
中
お
集

ま
り
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
記
録
的
な
大
規
模
災
害

が
頻
発
し
た
年
と
な
り
ま
し
た
。
西
日
本

豪
雨
、
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
、
度
重
な

る
台
風
発
生
な
ど
各
地
で
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。
ま
た
、
県
内
に
お
い

て
は
、
八
月
に
二
度
に
わ
た
っ
て
前
線
の

停
滞
に
よ
る
大
雨
が
発
生
し
、
観
測
史
上

最
大
の
降
雨
量
と
な
り
、
庄
内
、
最
上
地

方
で
は
住
宅
や
農
地
が
冠
水
す
る
な
ど
大

き
な
被
害
が
あ
っ
た
年
と
な
り
ま
し
た
。

被
災
さ
れ
た
皆
様
に
は
、
心
よ
り
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
、
天
皇
陛
下
の
生
前
譲
位
が
行

わ
れ
、
新
た
な
元
号
へ
と
変
わ
る
歴
史

的
な
節
目
の
年
と
な
り
ま
す
。
そ
の
年

に
、
当
土
地
改
良
区
は
設
立
五
十
周
年
を

迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
昭
和
四
十
四

年
九
月
九
日
、
山
形
市
、
山
辺
町
、
上
山

市
、
天
童
市
の
三
市
一
町
に
ま
た
が
る

五
千
四
百
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地
に
最
上

川
の
水
を
導
水
す
る
「
国
営
最
上
川
中
流

農
業
水
利
事
業
」
の
推
進
と
完
成
後
の
管

理
受
託
団
体
と
し
て
、
最
上
川
中
流
土
地

改
良
区
が
誕
生
し
、
今
年
五
十
年
目
を
迎

え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
先
人
た
ち
の
想

像
を
越
え
る
苦
労
と
努
力
、
多
く
の
方
々

の
犠
牲
に
よ
っ
て
現
在
の
礎
が
築
か
れ
た

こ
と
を
忘
れ
ず
、
今
後
も
こ
の
貴
重
な
財

産
と
、
農
村
環
境
を
次
世
代
に
引
き
継
い

で
い
く
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
努
力
し
て

ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
ご
指
導
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
三
十
一
年
度
の
国
の
農
業

農
村
整
備
予
算
に
な
り
ま
す
が
、
六
割
削

減
さ
れ
た
平
成
二
十
二
年
度
以
前
の
水
準

を
越
え
る
予
算
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

事
業
を
計
画
的
か
つ
安
定
的
に
行
う
た
め

に
は
、
当
初
予
算
に
お
い
て
必
要
額
を
確

保
し
て
い
く
事
が
重
要
で
あ
り
、
今
後
も
、

山
形
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
と
の

連
携
を
強
化
し
、
予
算
の
確
保
と
と
も
に
、

闘
う
土
地
改
良
区
と
し
て
政
治
的
基
盤
の

強
化
に
向
け
て
尽
力
し
て
参
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
当
土
地
改
良
区
管

内
で
実
施
し
て
い
る
「
県
営
基
幹
水
利
施

設
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
」「
西

部
地
区
農
業
水
利
施
設
保
全
合
理
化
事

業
」「
南
山
形
地
区
農
村
地
域
防
災
減
災

事
業
」
は
、
ほ
ぼ
要
求
通
り
予
算
化
さ
れ
、

農
業
水
利
施
設
の
長
寿
命
化
対
策
、
施
設

の
更
新
事
業
と
し
て
順
調
に
工
事
の
進
捗

を
見
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
来
年
度
よ
り

西
部
地
区
で
新
規
事
業
と
し
て
実
施
し
ま

す
「
農
村
地
域
防
災
減
災
事
業
」
に
つ
い

て
、
当
土
地
改
良
区
の
取
水
源
と
な
っ
て

い
る
た
め
池
の
状
況
を
速
や
か
に
把
握
す

る
た
め
、
監
視
カ
メ
ラ
や
水
位
計
等
を
設

置
す
る
も
の
で
、
適
切
な
保
全
管
理
や
暮

ら
し
や
す
い
農
村
づ
く
り
に
繋
が
る
の
で

は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
る
所
で
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、
農
業
の
競
争
力
や
農
業
所
得
向

上
に
向
け
た
生
産
体
制
の
強
化
に
は
、
担

い
手
の
育
成
や
農
地
の
利
用
集
積
を
進
め

る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
農
業

生
産
基
盤
の
整
備
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

担
い
手
か
ら
「
区
画
拡
大
」
等
に
つ
い
て
、

望
む
声
が
あ
が
っ
て
お
り
ま
す
が
、
各
地

区
で
十
分
検
討
し
て
頂
き
、
集
積
・
集
約

化
、
そ
し
て
経
営
規
模
の
拡
大
等
に
寄
与

す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
、
当
土
地
改
良

区
と
し
て
農
業
基
盤
整
備
事
業
の
推
進
を

図
っ
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
十
九
年
度
か
ら
「
農
地
・

水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
」
と
し
て
開
始

し
た
制
度
は
「
多
面
的
機
能
支
払
交
付

金
」
と
し
て
名
称
を
変
え
十
三
年
目
を
む

か
え
て
お
り
ま
す
。
当
土
地
改
良
区
管
内

で
は
、
三
十
一
組
織
が
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
が
、
平
成
三
十
一
年
度
か
ら
新
た
に

一
地
区
が
加
わ
り
活
動
す
る
予
定
で
、
農

地
維
持
支
払
い
の
対
象
面
積
は
当
改
良
区

維
持
管
理
面
積
の
約
八
十
四
パ
ー
セ
ン
ト

を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
各
組

織
の
活
動
に
お
い
て
、
地
域
の
皆
様
方
か

ら
多
数
ご
参
加
い
た
だ
き
、
世
代
間
交
流

な
ど
様
々
な
地
域
活
動
が
行
わ
れ
て
お
り
、

地
域
を
守
っ
て
い
く
活
動
が
、
土
地
改
良

区
の
負
担
が
な
い
中
で
展
開
さ
れ
、
そ
れ

に
よ
っ
て
、
少
し
で
も
農
業
農
村
の
元
気

の
増
大
に
つ
な
が
れ
ば
大
い
に
推
進
さ
れ

る
べ
き
も
の
と
期
待
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

当
土
地
改
良
区
と
し
て
も
、
職
員
に
よ
る

事
務
手
続
き
、
書
類
作
成
の
指
導
や
新
た

な
情
報
提
供
の
他
に
事
務
受
託
を
行
う
な

ど
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
協
力
し
て
参
り
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
大
き
な
改
革
期
を
迎
え
て
い

る
今
日
、
力
強
い
農
業
を
支
え
て
い
る
土

地
改
良
区
に
求
め
ら
れ
て
い
る
役
割
は
、

第
一
七
四
回

　第
一
七
四
回
総
代
会
が
平
成
三
十
一

年
三
月
二
十
六
日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
総
代
六
十
八
名
の
出
席
を
頂
き
、

上
程
さ
れ
た
全
七
十
八
議
案
が
原
案

の
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

総
代
会理事長

武　田　清一郎



最上川中流だより 令和元年６月（3） 第 83 号

基
盤
整
備
や
水
利
施
設
の
維
持
管
理
に
留

ま
ら
ず
、
国
が
農
業
競
争
力
強
化
の
た
め

情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
の
活
用
に
よ

る
ス
マ
ー
ト
農
業
の
導
入
等
の
た
め
に
も
、

土
地
改
良
区
の
役
割
は
益
々
増
大
し
て
く

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
の
農
政
を
見
据
え
、
最
上
川
中
流
土

地
改
良
区
の
あ
る
べ
き
姿
を
追
求
し
、
更

な
る
発
展
に
結
び
つ
け
る
よ
う
役
職
員
一

丸
と
な
っ
て
精
進
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ

り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

﹇
議
決
案
件
﹈

議
第
一
号

　

平
成
三
十
年
度
一
般
会
計
収
支
補
正
予

算
（
第
二
号
）

議
第
二
号

　

平
成
三
十
年
度
県
営
基
幹
水
利
施
設
馬

見
ヶ
崎
川
合
口
頭
首
工
管
理
事
業
特
別
会

計
収
支
補
正
予
算
（
第
一
号
）

議
第
三
号

　

平
成
三
十
年
度
千
歳
地
区
特
別
会
計
収

支
補
正
予
算
（
第
一
号
）（

他
七
十
五
議
案
）

平
成
三
十
年
度
補
正
予
算
等

全
案
件
が
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た

﹇
議
決
案
件
﹈

議
第
一
号

　

西
部
地
区
農
業
水
利
施
設
保
全
合
理
化

事
業
（
農
業
水
利
施
設
等
整
備
事
業
）
の

計
画
変
更
に
つ
い
て

議
第
二
号

　

平
成
三
十
年
度
一
般
会
計
収
支
補
正
予

算
（
第
一
号
）

議
第
三
号

　

平
成
三
十
年
度
国
・
県
営
維
持
管
理
事

業
特
別
会
計
収
支
補
正
予
算
（
第
一
号
）

（
他
八
議
案
）

第
一
七
三
回 

総
代
会

（
平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
六
日
）

〔質問をする佐藤総代〕
（第174回総代会）

〔第173回総代会〕

　

こ
の
度
、
四
月
一
日
付
け
で
最
上
川
支
所
長
に
就
任
致
し
ま
し
た
加
藤
と
申
し
ま
す
。
山
形

県
内
へ
の
就
任
は
、
既
に
事
業
が
完
了
し
て
お
り
ま
す
米
沢
平
野
農
業
水
利
事
業
所
以
来
、
二

度
目
で
あ
り
ま
す
。
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
仕
事
で
の
苦
労
以
上
に
「
お
し
ょ
う
し
な
」

の
暖
か
い
言
葉
が
一
番
に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
前
任
地
で
は
岩
手
県
盛
岡
市
を
中
心
と

す
る
地
区
に
三
年
間
関
わ
っ
て
参
り
ま
し
た
。
こ
の
地
区
は
前
歴
及
び
前
々
歴
国
営
事
業
に
お

い
て
造
成
し
た
施
設
が
老
朽
化
等
に
伴
い
機
能
低
下
や
不
測
の
事
態
が
発
生
し
、
ま
た
、
都
市

近
郊
で
あ
る
が
た
め
、
農
地
が
開
発
に
よ
り
転
用
さ
れ
、
営
農
や
水
管
理
に
当
該
土
地
改
良
区

や
耕
作
者
が
大
変
苦
労
し
て
い
る
地
区
で
あ
り
ま
し
た
。
た
だ
、
そ
う
し
た
中
で
も
米
以
外
の

作
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
、
流
通
の
利
便
性
を
生
か
し
、
東
京
な
ど
大
都
市
へ
の
販
路
拡
大
な
ど

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
地
区
で
あ
り
、
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
度
、
山
形
県
内
で
は
全
域
で
降
水
量
が
少
な
く
、
水
不
足
の
年
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

影
響
に
よ
り
水
稲
の
収
穫
量
は
前
年
産
に
比
べ
全
域
で
減
量
と
な
る
、
大
変
厳
し
い
結
果
と
な

り
ま
し
た
。
最
上
川
中
流
土
地
改
良
区
組
合
員
の
皆
様
に
は
、
大
変
な
苦
労
の
一
年
だ
っ
た
と

思
わ
れ
ま
す
。
苦
労
の
末
に
得
ら
れ
た
収
穫
は
大
変
貴
重
で
あ
り
、地
域
の
財
産
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
貴
重
な
財
産
を
将
来
に
引
き
継
ぐ
こ
と
が
最
も
重
要
な
事
で
あ
り
ま
す
。こ
う
し
た
中
で
、

日
頃
皆
様
方
に
御
協
力
頂
い
て
お
り
ま
す
農
業
農
村
整
備
事
業
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
今
年
度

の
農
業
農
村
整
備
事
業
関
連
予
算
が
前
年
を
上
回
る
対
前
年
比
一
一
四
・
一
％
と
増
大
さ
れ
た

こ
と
は
、
農
業
に
対
す
る
期
待
の
大
き
さ
と
、
改
良
区
を
始
め
と
す
る
関
係
機
関
の
皆
様
の
ご

尽
力
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
最
上
川
中
流
土
地
改
良
区
組
合
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
農
業

農
村
整
備
事
業
へ
の
推
進
に
対
す
る
御
協
力
と
甘
く
て
お
い
し
い
秘
伝
豆
を
生
産
し
て
い
た
だ

き
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

着
任
の
御
挨
拶

東
北
農
政
局
西
奥
羽
土
地
改
良
調
査
管
理
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
最
上
川
支
所
長　

加
　
藤
　
雄
　
誠
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注意！滞納賦課金は新組合員が継承
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取水量は水利権により厳しく
制限されています。
組合員の皆様のご協力よろし
くお願いいたします。

パイプライン・用水路か
らの農業用水の掛け流し
はやめましょう。
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令和元年度（平成31年度）　地区管理運営委員会と事務局機構

◇ 改良区全体に関すること 事務局長　　　　 鈴　木　秀　樹
◇ 総務に関すること 次長（兼）総務課長 齊　藤　和　夫

◇ 財務・会計に関すること 次長（兼）財務課長 羽　角　正　明
 （兼）会計主事
◇ 管理に関すること 管理課長　　　　 石　山　廣　昭

　当土地改良区には、10の管理運営員会と２つの維持管理運営委員会、１つの委員会があり、それぞれの地区の
運営・維持管理・賦課金の督励・役員候補者の推薦などの業務を担っております。

事務局次長
齊藤和夫
羽角正明

課　員

課　員

課　員

係　員

補助員多面的機能支払
統括　石山廣昭（兼務）

農地耕作条件改善
統括　柴崎健一（兼務）

総　務　係
係長　齊藤和夫（兼務） 遠藤愛実（主事）　　　　　伊瀬谷智保（臨時）

寒河江秀明（主事）　　　　安達久美子（嘱託）
佐藤善啓（主事補）　　　　進藤耕司（嘱託）
菊地　望（事務雇員）

細野　諭（主任）
秋葉真理（主任）
三嶽　徹（主事補）

山本竜也（技師）　　　　　荒井克也（技術雇員）
有路　樹（技師）　　　　　原田正昭（嘱託）
後藤竜也（技師補）　　　　 金澤千春（臨時）

加藤裕二（兼務）　　　　　後藤竜也（兼務）
品川康臣（兼務）　　　　　荒井克也（兼務）
山本竜也（兼務）　　　　　原田正昭（兼務）
有路　樹（兼務）

品川康臣（兼務）　　　　　佐藤善啓（兼務）
細野　諭（兼務）　　　　　後藤竜也（兼務）
有路　樹（兼務）　　　　　原田正昭（兼務）
遠藤愛実（兼務）

秋葉真理（面積担当兼務）
山本竜也（積算担当兼務）
有路　樹（積算担当兼務）
後藤竜也（積算担当兼務）

会　計　係
係長　羽角正明（兼務）

管　理　係
係長　加藤裕二
水　利　係

係長　柴崎健一（兼務）

係　　　員

係　　　員

寒河江秀明（兼務）
佐藤善啓（兼務）
進藤耕司（兼務）

管　理　課
管 理 課 長　石山廣昭
課 長 補 佐　柴崎健一

財　務　課
（兼）財務課長（兼）会計主事
　　　　　  羽角正明
総 括 主 幹　大狹間邦晃

総　務　課
(兼)総務課長　齊藤和夫

事務局長
鈴木秀樹

係　員

50周年記念事業担当
統括　羽角正明（兼務）

寒河江秀明（兼務）　　佐藤善啓（兼務）
三嶽　徹（兼務）　　　安達久美子（兼務）

管　財　係
係長　品川康臣

施設資産台帳整備

賦課徴収係
係長　大狹間邦晃（兼務）

統括　大狹間邦晃（兼務）
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地区委員会 委　員　長　（☎） 副　委　員　長　（☎） 地区担当職員
１ 明 治 東海林貞悦（684－1672） 伊藤喜久雄（684－0572） 品川　康臣 細野　　諭

２ 出 羽 海和　盛行（684－8604） 丸子　　宏（684－5848） 秋葉　真理 有路　　樹小林　康弘（684－7921）
３ 千 歳 渡邉　欣一（681－0404） 設楽　勝利（684－4034） 佐藤　善啓 有路　　樹

４ 北 部 丹野才兵衛（681－8099） 長岡　幸一（681－1611） 遠藤　愛実 加藤　裕二菊地　　望
５ 八 ヶ 郷 遠藤　　勇（681－1902） 前田　信雄（681－8537） 細野　　諭 柴崎　健一

６ 中 部 大築　義雅（643－8555） 斎藤　嘉雄（684－0038） 寒河江秀明 山本　竜也
荒井　克也

７ 南 山 形 須貝　俊美（688－5870） 古頭金一郎（688－2110） 佐藤　善啓 柴崎　健一

８ 久保手・隔間場 井上　隆市（672－1482） 渡辺佐登志（644－8087） 秋葉　真理 有路　　樹井上　健吉（673－4279）

９ 西
部
１～２工区 広谷五郎左エ門（643－2642） 粟野　省三（688－3493） 大狹間邦晃 山本　竜也
３～６工区 三嶽　　徹 加藤　裕二

10 玉 虫 江口　順市（664－6712） 武田　　正（664－5746） 品川　康臣 後藤　竜也
11 出 羽・ 明 治 海和　盛行（684－8604） 東海林貞悦（684－1672） 柴崎  健一・後藤  竜也・荒井  克也
12 成 沢 三澤　直己（688－4243） 長岡　十三（688－5098） 寒河江秀明
13 十 文 字 髙梨三知宏（687－4700） 高橋　正善（687－3824） 遠藤　愛実



訃

　報

新規土地改良事業「農村地域防災減災事業」新規土地改良事業「農村地域防災減災事業」令和元年度（平成31年度）令和元年度（平成31年度）
内　　　容：ため池の状況を速やかに把握するための監視カメラや水位計等の整備及び、ため池の防災機能

を確保するために必要な設備の整備を図る。
　　　　　　設置個所６箇所（樋口沼、畑谷大沼、本沢ダム、隔間場大沼、荒沼、苔沼）
地　区　名：西部地区
実 施 期 間：令和元年度～令和２年度(予定)
概算事業費：60,000千円
負 担 区 分：国庫負担100％

利水豊穣春の祈願祭利水豊穣春の祈願祭

新
規
採
用

新
規
採
用

職
員
退
職

職
員
退
職

　利水豊穣春の祈願祭は、昭和56年に初めて最上川の
水が山形盆地に通水された日を記念して毎年実施してお
ります。
　今年も利水豊穣碑前にて最上川と馬見ヶ崎川の清水に
よる「合水の儀」に始まり、役職員全員で「祈願拝礼の
儀」を行い、今年の豊水と豊作、農作業の安全を祈願い
たしました。

ご当選おめでとうございますご当選おめでとうございます
　今年４月に行われた統一地方選挙にて当区組合員の次の方々がご当選されました。
　　
◎県議会議員　　金　澤　忠　一（羽黒堂）
　　　　　　　　大　内　理　加（七　浦）
　　　　　　　　奥　山　誠　治（やよい）

◎市議会議員　　須　貝　太　郎（津金沢）
　　　　　　　　今　野　誠　一（船　町）

（当選回数の多い順）

管
理
課

　荒
井

　克
也

　全
て
の
業
務
に
全
力
で
取

り
組
み
日
々
精
進
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

総
務
課

　菊
地

　
　望

　ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と
だ

ら
け
で
す
が
、
精
一
杯
頑
張

り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

事
務
局
長

　
　進

　藤

　耕

　司

次
長（
兼
）

管
理
課
長

　
　原

　田

　正

　昭

定
年
退
職
（
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
付
）

　
　
　
　
　長
年
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　平
吹
正
春
総
代

は
令
和
元
年
五
月

十
六
日
に
ご
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。
謹

ん
で
ご
冥
福
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

総
代　平

吹
正
春
さ
ん

（
前
明
石
）

（
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
付
）

【
本
沢
ダ
ム
】

最上川中流だより 令和元年６月（11） 第 83 号



多面的機能支払交付金　活動紹介

平成31年４月26日の連絡協議会において下記の役員が互選されました。
会　長　東海林貞悦（ふる里明治100の会）　　　　　　　　
副会長　粟野　省三（本沢地区豊かな地域づくり協議会）
副会長　峯田太一郎（椹沢地区ふるさと保全の会）
　※任期は令和３年４月13日まで

　本沢川を舞台に、水質保全のための水質分析や小学校への出前講座など、啓蒙活動を平
成19年度より12年間の長期にわたり実践したことが、本沢地区における水環境保全に多
大なる貢献を果たしたと評価され、（公社）日本水環境学会東北支部より表彰されました。

多面的機能支払交付金　活動組織一覧

多面的機能支払連絡協議会多面的機能支払連絡協議会最上川中流土地改良区最上川中流土地改良区

『東北水環境保全賞」　受賞『東北水環境保全賞」　受賞本沢地区豊かな地域づくり協議会本沢地区豊かな地域づくり協議会

峯田副会長・東海林会長・粟野副会長

地　区 組　　　織　　　名 代　表　者 地　区 組　　　織　　　名 代　表　者
長 　 町 長町・沖八区みどりの会 小笠原　和　男 内 　 表 内表みどりの会 前　田　信　雄
出 　 羽 出羽自然を守る会 木　暮　　　敬 椹 　 沢 椹沢地区ふるさと保全の会 峯　田　太一郎
中 　 野 中野みどりの会 布　施　仁　悦 南 沼 原 南沼原グリーン守区楽夢 鈴　木　修　悦
成 　 安 成安いきいき燦々水土里の会 近　藤　英　幸 下   条 グリーンフィールド西崎 五十嵐　　　昇
見 　 崎 見崎農地水の会 鑓　水　栄　一 志 戸 田 志戸田水と緑の会 秋　葉　正　義
今 　 塚 今塚水土里の会 丹　野　政　幸 上   町 上町わかば保全の会 山　口　誠　一
明 　 治 ふる里明治100の会 東海林　貞　悦 八ヶ郷・中野 八ヶ郷・中野耕心会 櫻　井　俊　明
江 　 俣 江俣水土里の会 森　谷　和　雄 津 金 沢 津金沢みどりの会 山　口　國　男
片 谷 地 片谷地みどり環境保全の会 佐　藤　忠　一 八ヶ郷・陣場 陣場農業地域保全会 柴　田　勝　雄
上 谷 柏 上谷柏水土里育むみんなの会 高　瀬　里　志 吉 野 宿 吉野宿水土里の会 鈴　木　達　夫
大 曽 根 大曽根ふるさと創成会 新　関　徳次郎 中部・陣場 陣場みのりの会 奥　山　和　彦
村 木 沢 村木沢みどりの会 広谷五郎左エ門 飯 塚 町 飯塚みどり賛寿壱の会 佐　藤　幸　男
柏 　 倉 ｢柏倉｣ 自然を育むみんなの会 西　村　博　幸 下 谷 柏 下谷柏みどりの会（令和元年度新規設立） 横　沢　政　博
門 　 伝 西部グリーンコミュニティ倶楽部 開　沼　勇　一 久保手・隔間場 久保手・隔間場地域資源保全会 井　上　清　治
本 　 沢 本沢地区豊かな地域づくり協議会 粟　野　省　三 相 　 模 みどりの会さがみ 吉　田　　　晃
船 　 町 船町みどりの会 海　谷　英　俊 玉 　 虫 山野辺玉虫地区ふるさと保全の会 江　口　順　市

陣
場
農
業
地
域
保
全
会

代
表
　
柴
田

　
勝
雄
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陣
場
農
業
地
域
保
全
会
は
、
現
在
の

制
度
に
変
わ
り
要
件
が
緩
和
さ
れ
た
の

を
機
に
設
立
、
平
成
二
十
七
年
度
よ
り

活
動
を
開
始
し
、
今
年
度
で
五
年
目
に

な
り
ま
す
。

　

組
織
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
実
施
区

域
が
八
ヶ
郷
地
区
陣
場
工
区
と
同
一
で

あ
り
、
市
街
地
近
郊
地
域
で
も
あ
り
ま

す
。
組
合
員
は
四
十
六
名
、
役
員
十
名

で
、
認
定
農
用
地
は
十
三
・
二
ha
、
水

路
六
㎞
、
農
道
一
・
一
㎞
と
管
内
で
最

小
の
活
動
組
織
で
す
。

　

活
動
内
容
は
、
水
路
の
泥
上
げ
、
草

刈
り
を
は
じ
め
、
施
設
の
点
検
、
軽
微

な
補
修
、
利
用
者
の
多
い
農
道
の
美
化

啓
発
等
、
基
礎
的
保
全
活
動
を
し
て
い

ま
す
。施
設
の
長
寿
命
化
に
つ
い
て
は
、

止
板
水
門
の
更
新
を
行
い
、
大
雨
時
の

溢
水
防
止
、
通
学
路
の
安
全
確
保
等
、

災
害
防
止
の
面
で
も
一
役
担
っ
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
、
農
道
の
更
新
（
舗
装

化
）
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
皆
様
方
の
ご
理
解
、
ご

協
力
、
ご
指
導
を

得
な
が
ら
、ま
た
、

制
度
資
金
を
有
効

に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
適
正
な

農
業
地
域
の
保
全

管
理
活
動
を
し
て

い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。


